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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
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IEC: e-tech: “世界的気温上昇は現在、そして今後も家電機器に影響

を及ぼす” 
 

今年の IEC ロード・ケルビン賞を受賞した Ma Dejun 氏は、高地環境と気候変動が家庭用電気製品に

及ぼす影響を考慮した国際規格の整備を主導している。高地では気圧低下や強い紫外線、凍結地盤など

により絶縁劣化や接地不良が生じやすく、従来の平地前提の IEC 60335 シリーズ規格では安全が確保

できない場合がある。同氏は加圧チャンバー試験や高地での試験により、高地ではモータ温度が最大約

50％上昇するなどを実証した。この成果を踏まえ、IEC TC 61 に高地環境対応の作業グループが設立さ

れ、将来的に IEC 60335-1 へ高地要求事項に関する付属書を追加する計画が進む。気候変動による高温

化も材料劣化や絶縁低下を引き起こすため、この取り組みは全世界の製品安全確保に寄与する。また、

家電等関連 WG のコンビーナを務めるなど、彼の国際標準化への長年の貢献が評価された。 

 

 

国際テーマ: 国際 IECEE CB スキームの 40 年 
 

IECEE CB スキームは今年で 40 周年を迎えた。40 周年記念は今年 6 月のヘルシンキで開催された

IECEE 年次認証管理委員会（CMC）プレナリ会議において祝われた。その会議では、ウズベキスタン

の IECEE 加盟申請や、サイバーセキュリティ規格 ISO/IEC 27402 を CB スキームの対象範囲に追加す

る提案、欧州外の認証機関が ETICS の CIG 工場検査スキームを利用できるようにする提案などが話し

合われた。 

 

 

USA: FCC: FCC、「不適切な試験所」に対する 2 回目の措置を実施 
 

米国連邦通信委員会（FCC）は、敵対的な外国政府に所有・管理される「不適切な試験所」によって米

国での端末機器の評価・証明プロセスや国家安全保障へのリスクに対応するためとして、該当試験所に

対する 2 回目の執行措置を実施し、工学技術室は 4 試験所からの認定申請を却下した。これにより今月

初めの 11 か所への措置と合わせて、合計 15 の試験所について認定取り消しや申請却下の手続きが行わ

れた。 

 

 

カナダ: ISED: 比吸収率（SAR）評価の試験削減に関する指針 

 

カナダ ISED は、告示 2025-DRS0007 にて RSS-102.SAR.MEAS の第 5.1 節に基づく特定の SAR 評価

における試験の削減に関する見解を示した。1g 体内 SAR について 5 mm 以下で試験済みの機器につい

ては、指令の条件のすべてを満たす場合、10g 四肢/末端 SAR の 0 mm での試験は任意とすることがで

きる。この試験削減を適用する場合、RF 曝露に関する技術的概要に、上記のすべての要件を満足して

いることを示す説明を含める必要がある。ただし、試験の削減を適用できない場合がある。 

 

 

EU: 欧州委員会、欧州標準化の今後に関する意見を募集 

 

欧州委員会は、EU 標準化規則の次回改訂に関する公開協議を開始した。改訂の主な目的は、規格制定

の遅れの改善である。関係者や専門家は、2025 年 12 月 17 日までに意見を提出できる。 
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国際テーマ: 国際 IECEE CB スキームの 40 年 
 

 

 

 

Summary 

IECEE CB スキームは今年で 40 周年を迎え、今年 6 月のヘルシンキで開催された IECEE 年次認証管理

委員会（CMC）プレナリ会議において祝われた。その会議では、ウズベキスタンの IECEE 加盟申請や、

サイバーセキュリティ規格 ISO/IEC 27402 を CB スキームの対象範囲に追加する提案、欧州外の認証機関

が ETICS の CIG 工場検査スキームを利用できるようにする提案などが協議された。 

 

優れた国際制度である CB スキームは 1985 年に設立さ

れ、今年で 40 周年を迎える。“CB”は“Certification Body

（認証機関）”の略であり、CB スキームは IECEE（IEC

電気機器・部品適合性試験認証制度）の一部である。IECEE という名称は、かつて欧州を拠点としていた

CEE と IEC が統合されたことに由来する。CEE は“国際電気機器認証規則委員会（International 

Commission on Rules for the Approval of Electrical Equipment）”のことで、その歴史は 1929 年にさかの

ぼる。CEE では、加盟国間での認証・承認の相互協力に加え、電気機器に関する規格の作成と発行も行って

いた。これらの規格は、その後 IEC 及び CENELEC の規格に置き換わっている。 

 

1985 年以前は、欧州内では地域別の認証スキームである CCA や HAR（ケーブル用）が主流であり、これ

らが CB スキームのモデルとなった。さらに、CCA はさらに、1939 年に始まった北欧の EMKO 機関同士で

の試験結果相互承認の合意に着想を得ている。 

 

この 40 年間で、IECEE は IEC 規格に基づく、電気技術製品の世界で最も認知され、信頼される多国間認

証システムに成長した。IECEE は、統一された適合性評価システムを提供することで技術的貿易障壁

（Technical Barriers to Trade）を低減し、製造業者が世界市場により効率的にアクセスできるよう支援して

おり、高い安全性と性能基準を維持しつつイノベーションの促進にも重要な役割を果たしてきた。現在、

IECEE には 53 か国が加盟、合計 95 の国内認証機関（National Certification Body: NCB）がある。また、

NCB には約 600 の関連試験所と約 2,000 の承認済みメーカー試験所がある。現在、IECEE 証明書は年間約

12 万通発行され、世界中の 15,000 社以上の製造業者が利用している。 

 

40 周年記念は、今年 6 月にフィンランド・ヘルシンキで開催された IECEE 年次認証管理委員会（CMC）

プレナリ会議において正式に祝われた。 

 

議題に上ったその他の重要な項目は以下のとおり。 

- IEC 理事会による決定として、今後数年間で IEC 適合性評価システムから IEC への拠出金を 600 万ス

イスフラン増額することとし、そのうち 68％は IECEE から拠出される。 

- IECEE 加盟国に対する調査で、各国が基本規則に従い他の NCB 発行の IECEE 証明書を認めている

かを確認する。 

- ウズベキスタンからの IECEE 加盟申請の承認。 

- オーストラリアの加盟機関による、自国における市場参入規制の現状報告。 

- サイバーセキュリティ規格 ISO/IEC 27402 を CB スキームの対象範囲に追加する提案（Nemko による

提案） 

- 欧州外の認証機関が CIG 工場検査スキームを利用できるようにする提案（ETICS（European 

Testing, Inspection & Certification System: 欧州試験・検査・認証システム）による提案）。製造・生

産のグローバリゼーションの効率化を支援する。 

 

（本記事は、Morten Andersen 氏からの情報と IECEE ウェブサイトの投稿を基に、T. Sollie 氏が編集し
た。） 

Source: Nemko
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コスモス・コーポレイションからのご案内: IP 試験のご案内 
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社長の独り言 

 

 

2025 年 10 月 27 日 

濱口 慶一 

 

厳しい残暑から一転、秋も深まり朝晩冷え込む季節になりましたが、皆様におかれましては体調を

崩さされませんようご注意下さい。 

 

さて、製品安全評価・認証業界では、まるで風速 50m/s ほどの突風が吹いたような変化を感じます。

弊社にとって向かい風か追い風になるのか、まったく予想出来ない状況が続いていますが、監督省庁

の方針をさまざまな方法で確かめながら石橋を叩いて渡ろうと考えているところです。国の方が経済

安全保障の観点から製品安全評価・認証を見つめ出したのではと感じています。 

SUICA のセキュリティに脆弱性があるとの発表がありましたが、これは外国の評価機関に頼らず、

国内の関係機関に技術力を高めなさいという天の声ではないでしょうか？次に、先月も触れましたが

T 社の 410 万台対象のリコールがありました。この後、製品の設計・開発時にしっかりと“リスクアセ

スメント・ハンドブック実務編（2011 年 6 月発行）”を見ていますか？とのお知らせと、10 月 7 日に

は“電気用品安全法 登録検査機関ガイド（第 4 版）が登録検査機関実務実施要領として、通知が送られ

てきました。詳細は各文書をお読みいただきたいのですが、電安法で評価された部品やユニットをそ

のままで安全と判断しないことや、CB 認証品や部品ユニットでもそのまま安全としないで、あくまで

も製品の寿命を鑑みて必要なら追加の試験をするようにと促されているように思います。もし私の理

解に間違いがなければ、医療機器での事故の教訓から関係省庁が動き出したように思います。 

2025 年 10 月 27 日の今日は、厚生労働省から、“登録認証制度の安定的な運用に向けた制度の見直

し”というメールとキックオフ通達を受信しました。“独立行政法人医薬品医療機器総合機構が必要に

応じて、認証機関の試験をモニターする”との通知です。 

 

日本蜜蜂の養蜂の方は、１群が秋の大雀蜂の襲来を受けており、なんとか巣に籠って凌いでいると

ころです。耐えられないと逃げる可能性もあるので、心配で毎朝様子を見ています。 
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